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千葉市生涯学習センター小ホール（地下1階）
千葉市中央区弁天3丁目7番7号

田崎恵美監督 小山駿助監督

2024 1 21年 月 日
プログラム

海にしずめる 初仕事

｜日｜
10:50 開場／11:00上映 プログラム 13:50開場／14:00上映

chibaeigasai@gmail.com ご不明点は、ちば映画祭実行委員会までお問い合わせ下さい

各プログラム共に上映後に関係者による
トークを予定しています。乞うご期待！！



上映後関係者によるトーク予定初仕事

プログラム2

94分／2020年／日本／2022年 劇場公開作品

第33回 東京国際映画祭 TOKYOプレミア2020 上映

第21回 TAMA NEW WAVE コンペティション グランプリ／男優賞受賞

海にしずめる
53分／2013年／日本

第16回 TAMA NEW WAVE ある視点 上映

第6回＆10回 ちば映画祭 上映

あらすじ

ある兄弟の元へ一人の少女がやって来る。自分の本当の父親

を知りたいと言うその少女は、兄弟のかつての幼馴染みの女

に瓜二つであった。互いに心当たりのある兄弟は、自分の娘

かもしれない少女の存在に困惑するー。 物語の重要な後半部

分を千葉県富津市で撮影。

上映後関係者によるトーク予定

監督プロフィール

田崎恵美（たざき・めぐみ）

1987年生まれ、鳥取県出身。監督作に『アンナと二階の

部屋』（第32回ぴあフィルムフェスティバル企画賞、エン

タテインメント賞）、『ハイランド』（第22回東京学生映画

祭グランプリ）、『ふたつのウーテル』（第64回カンヌ国際

映画祭短編部門正式出品）がある。

監督：田崎恵美　脚本：横川僚平、田崎恵美

出演：遠藤新菜、三浦英、石橋征太郎、北村岳子、真柳美苗、小宮一葉、

　　　田村健太郎、宮部純子、カトウシンスケ、藤田健彦、藤田みか

全席自由・各プログラム入替制（定員:各60席）

千葉市生涯学習センター 小ホール（地下 1階）
千葉市中央区弁天3丁目7番7号

JR千葉駅「千葉公園口」「東口」「北口」又は、
千葉都市モノレール千葉駅から徒歩約8分
会場地図はQRコードからご確認ください（Google Maps）

◉チケット・座席

◉会場・地図

前売料金　各

当日料金　各

円

円

1,000
1,300

前売券はこちらの
QRコードから
お買い求めください

前売券はPassMarket（パスマーケット）にて前日まで販売します。

当日券は小ホール入口にて販売します。（現金のみ）

会場（千葉市生涯学習センター）でのチケット販売はございません。

チケット購入後は、上映中止以外の理由でのキャンセル・払い戻しはできません。

当日、整理券を発券いたします。（プログラム1は10時、プログラム2は13時より）

開場時間より整理券番号順でのご入場です。

前売の時点で完売した場合、当日券は販売いたしません。

満席の場合及び上映開始後は入場をお断りいたします。

13時50分開場／14時00分上映

プログラム1 10時50分開場／11時00分上映

あらすじ

写真館のアシスタントである山下は、赤ん坊の遺体の撮影を

人づてに依頼され、良い経験になるかもしれないと依頼を受

ける。赤ん坊の父親であり依頼主でもある安斎は、始め若い

山下に戸惑うも、正直で実直な山下に心を許し、撮影が始ま

る。 山下はほんの少しでも利己的になっていた自身を恥じ、

誠心誠意彼ら家族のために撮影に取り組もうとする。遺体の

状態を考えると時間がないという状況も、山下の使命感に拍

車をかける。美化すべきでないという倫理観は、目の前の状

況に吹き飛ばされる。 一方、安斎は自分が写った一枚を客観

的に見て、これはもう未練なのだと、行き場を失った親とし

ての義務感が自身を突き動かしていたことに気付き、撮影に

固執する山下を止めようとする。

15分／2010年
監督・脚本：田崎恵美
出演：水口早香、澤田栄一

ふたつのウーテル併映   

監督プロフィール

小山駿助（こやま・しゅんすけ）

1988年10月25日生まれ。東京都出身。早稲田大学教育学

部英語英文学科中途退学。大学在学中に監督、役者、撮影

などを経験。CM制作会社や図書館での勤務経験がある。自

主制作を続け、現在に至る。本作は長編初監督となる。

監督・脚本・絵コンテ：小山駿助

出演：澤田栄一、小山駿助、橋口勇輝、武田知久、白石花子、竹田邦彦、

　　　細山萌子、中村安那


